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や
す
ら
の
里　

工
事
着
工

ど
う
し
た
ら
入
居
可
能
か

造
成
工
事
の
そ
の
後
は

12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
に
開
会
、
12
月
16
日
に
閉
会
し
た
。

　

内
容
は
、
条
例
な
ど
９
件
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
７
件
、
合
計
16
件
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
全
員
賛
成
で
可
決
等
さ
れ
た
。
ま
た
、
請
願
４
件
が
提
出
さ
れ
、

各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
。

　

一
般
質
問
は
、
13
人
の
議
員
が
理
事
者
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

一般会計補正予算一般会計補正予算

建設中の地域共生型福祉施設　（旧加悦加工場跡）

総額１億１１3０万円
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児
童
虐
待

行
革
で
住
民
も
利
益

岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

奨
学
資
金
の
減
額
は

加
悦
中
学
校
全
面
改
築

利用の多い岩滝ふれあいセンター

施設の建設が始まる療育教室「わんぱくクラブ」（石川・亀山）
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広
域
化
の
検
証
が
必
要

新
し
い
ゴ
ミ
焼
却
施
設

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設

人
件
費
減
額
だ
が

予
算
編
成
過
程
の
開
示

当
初
予
算
編
成
の
是
正
を

1 市 2町新ゴミ焼却施設の検討始まる

予算編成過程の開示を
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命
の
里
事
業
を
問
う

期待される都市との物流拠点に（リフレ駐車場横）

人気の地元農産物（道の駅直販所）

農
業
振
興
と
道
の
駅
は

簱
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⅔

⅓

⅓

補
助
金
の
考
え
方
を
問
う

町の産業振興助成メニュー

⅓

年
末
窓
口
対
応
は

不
況
対
策
の
取
り
組
み

年
末
年
始
の
観
光
施
設
は

商工観光課（岩滝庁舎）
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検
討
委
員
会
の
設
置

検
討
委
員
会
の
名
称

町
民
の
意
見
に
配
慮
を

庁
舎
検
討
委
員
の
構
成

検
討
委
員
会
の
今
後
は

町政懇談会
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メ
ー
ル
の
外
部
受
発
信

ネ
ッ
ト
環
境
の
拡
充
を

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
倍
額

若
狭
湾
の
津
波
の
痕
跡

岩
屋
西
部
辺
地
計
画

広
域
防
災
会
議
の
開
催
を

受発信サーバー

阿蘇海
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府
の
土
地
を
町
道
に（
加
悦
奥
）

岩滝庁舎

石川診療所

多
い
町
職
員
の
交
通
事
故

職
員
削
減
で
仕
事
限
界

石
川
診
療
所
の
状
況

1 21 2 月定例会  賛否月定例会  賛否
12月定例会は、全議
案が全員賛成でした。
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議会懇談会を下記の予定で開催します。
ぜひご参加ください。

地　域 日程　平成２４年 時　　間 場　　所

加　悦 ３月　３日（土） 19：30～ 加悦地域公民館

野田川 ３月１０日（土） 19：30～ 野田川わーくぱる

岩　滝 ３月１７日（土） 19：30～ 知遊館

議会懇談会を開きます

未来を担う新成人
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議 会 の 動 き議 会 の 動 き
（平成 23年 10月～平成 23年 12月）
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和田裕之

一般質問一般質問
Ｑ 

Ａ

野
田
総
理
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
首
脳
会

議
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
）
参
加
表
明
を
発
表
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
農
林
業
だ
け
で
な
く
、
医

療
や
食
の
安
全
、
公
共
事
業
な
ど
、
21
分
野

に
関
係
す
る
。
中
小
業
者
に
も
影
響
を
お
よ

ぼ
し
、
地
域
経
済
も
雇
用
も
危
機
的
状
況
に

な
る
。
こ
れ
は
政
府
調
査
で
も
明
ら
か
だ
。

　

国
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
国
民

世
論
が
二
分
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
十

分
な
情
報
提
供
と
説
明
が
な
い
ま
ま
交
渉
に

入
っ
た
。
ま
た
、
44
都
道
府
県
議
会
、
市
町

村
議
会
の
多
く
の
反
対
や
慎
重
な
対
応
を
求

め
る
意
思
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
も
あ
る
。

TPPでどうなる農業

平成２４年消防団出初式
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Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

この農地を守ろう商工会賀詞交歓会

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
撤
廃
の
ほ
か
知
的

財
産
、
医
療
、
金
融
な
ど
多
く
の
分

野
に
及
び
、
国
の
あ
り
方
を
変
え
て
し
ま
い

か
ね
な
い
問
題
だ
。
と
り
わ
け
農
業
は
、
現

在
推
進
し
て
い
る
自
然
循
環
型
農
業
の
根
底

ま
で
も
崩
し
か
ね
な
い
も
の
に
な
る
。

携
帯
へ
の
メ
ー
ル
配
信

安
心
・
安
全
の
推
進
は
町
に
と
っ
て

も
課
題
で
あ
る
。

　

ク
マ
出
没
、
災
害
、
不
審
者
な
ど
住
民
の

身
近
な
情
報
を
、
携
帯
電
話
へ
メ
ー
ル
で
配

信
で
き
る
与
謝
野
町
版
の
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
べ
き
だ
。

「
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
」
交
渉

参
加
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後

の
農
業
の
在
り
方
に
対
す
る
問
題
意
識
は
高

ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
程
「
国
の
農
林
漁
業
の
再
生
の
た
め

の
基
本
方
針
・
行
動
計
画
」
が
決
定
し
た
。

本
町
の
戦
略
を
問
う
。
特
に「
六
次
産
業
化
」

と
「
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
」
の
取
り
組
み

が
重
要
だ
と
考
え
る
が
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
は
地
域
と
共
に

府
議
会
の
９
月
定
例
会
で
山
田
知
事

は
、
沿
線
自
治
体
も
府
も
身
を
切
っ

て
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
維
持
改
善
す
る
覚
悟
が
あ
る
の

か
と
問
わ
れ
て
い
る
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

　

宮
津
駅
と
天
橋
立
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

設
置
さ
れ
る
。「
花
の
鉄
道
づ
く
り
」
に
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
。

杉上忠義 田博文
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Ｑ

Ａ

Ｑ

山添藤真

産業振興会議企画財政課（岩滝庁舎）

Ａ

多田正成

こ
こ
３
年
間
は
情
報
化
、
住
宅
改
修

事
業
に
力
を
注
が
れ
た
が
。

現
在
当
町
で
経
済
効
果
の
出
せ
る
産

業
の
分
析
は
で
き
て
い
る
の
か
。

特
例
債
と
今
後
の
町
づ
く
り

合
併
し
て
５
年
、
合
併
特
例
債
は
す

で
に
41
億
円
使
っ
て
い
る
。
今
後

40
億
円
の
発
行
予
定
だ
が
、
ゴ
ミ
問
題
、
学

校
改
築
な
ど
多
額
な
出
費
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
。

特
例
債
の
基
本
で
あ
る
、
当
町
の
一

体
化
醸
成
の
た
め
の
公
共
的
施
設
整

備
が
、
特
例
期
限
内
に
で
き
る
の
か
。

庁
舎
統
合
検
討
委
員
会
で
は
、
財
政

や
施
設
の
状
況
、
均
衡
あ
る
町
に
す

る
計
画
資
料
を
基
に
、
検
討
し
て
頂
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

平
成

　年
度
予
算
編
成
方
針
は
。

当
町
に
お
い
て
は
、
そ
の
予
算
編
成

過
程
の
開
示
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

私
は
行
財
政
改
革
、
住
民
参
画
の
観
点
か
ら
、

全
面
可
視
化
・
透
明
化
を
す
る
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
が
。

全
国
の
自
治
体
、
鳥
取
県
な
ど
で
は
、

す
で
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
の
町
長
の
評
価
は
。

24
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Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

障害者生活支援センター「結」（加悦）平成２４年成人式

野村生八小林庸夫

福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
を
、
住
民

が
し
っ
か
り
使
っ
て
い
く
こ
と
を
、

「
社
会
資
源
の
活
用
」
と
し
て
議
論
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
行
政
全
般
に
も
大
事

な
視
点
だ
と
思
う
。
行
政
の
持
っ
て
い
る
全

て
の
資
源
を
住
民
が
使
え
て
こ
そ
、
住
民
の

営
業
や
暮
ら
し
、
命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

ど
こ
ま
で
社
会
資
源
は
活
用
さ
れ
て
い
る
か
。

後
期
の
総
合
計
画
に
、
現
状
の
閉
塞

感
か
ら
脱
皮
を
す
る
た
め
の
人
材
育

成
事
業
を
追
加
で
き
な
い
か
。
行
政
の
指
導

力
を
発
揮
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

総
合
計
画
審
議
会
で
の
事
業
評
価
は

充
分
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

廃
屋
対
策
の
取
り
組
み

所
有
者
に
対
し
て
指
導
連
絡
し
て
い

る
の
か
。
条
例
制
定
も
必
要
で
は
な

い
か
。
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Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

町政懇談会みんなで応援しよう

伊藤幸男家城　功

独
居
老
人
と
低
所
得
層
が
増
大
す
る

下
、
災
害
や
震
災
が
多
発
し
、
行
政

の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
全
国
で
は
、

住
民
が
助
け
合
い
支
え
あ
い
、
地
域
の
こ
と

は
地
域
で
決
め
解
決
し
て
い
く
地
域
協
議
会

が
作
ら
れ
、
行
政
参
画
と
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
①
地
域
協
議
会

は
町
長
の
公
約
と
も
一
致
し
て
お
り
、
町
の

重
要
課
題
で
は
。
②
区
と
の
二
重
行
政
が
心

配
な
ら
、
区
長
と
協
議
を
。
③
本
格
的
な
研

究
を
す
べ
き
で
は
。

住
宅
改
修
制
度
の
継
続

全
国
に
広
が
っ
た
本
町
の
制
度
の
経

済
効
果
は
、
補
助
金
の
16
倍
の
33
億

円
も
の
需
要
を
生
み
だ
し
、
申
請
の
⅓
が
下

水
道
を
接
続
、
住
民
の
住
ま
い
向
上
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
事
業
の
評
価

は
。
耐
震
改
修
が
急
が
れ
て
い
る
が
、
充
実

と
継
続
は
。

当
町
の
出
身
で
、
国
内
や
世
界
を
舞

台
に
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
は
、

我
々
町
民
に
と
っ
て
自
慢
で
あ
り
誇
り
で
も

あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
憧

れ
で
あ
り
目
標
で
も
あ
る
。
そ
の
人
た
ち
が

今
後
の
励
み
に
な
り
、
さ
ら
に
、
故
郷
を
強

く
感
じ
な
が
ら
活
躍
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
「
名
誉
町
民
」
と
し
て
認
定
表
彰
し
、
町

全
体
で
応
援
し
て
い
く
体
制
も
、
ま
ち
づ
く

り
の
一
つ
と
考
え
る
が
見
解
は
。

☆　

糸
井
嘉
男
選
手　

プ
ロ
野
球
選
手
。
い

ろ
い
ろ
な
タ
イ
ト
ル
も
獲
得
し
、
今
で
は
プ

ロ
野
球
を
代
表
す
る
選
手
。

☆　

木
﨑
良
子
選
手　

陸
上
長
距
離
選
手
。

先
の
国
際
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝
し
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
候
補
に
。
ト
ラ
ッ
ク
や
駅
伝
で
も
活
躍
中

の
選
手
。

☆　

西
原
加
純
選
手　

陸
上
長
距
離
選
手
。

大
学
時
代
に
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
大
会
で

優
勝
し
大
学
生
世
界
一
に
。
現
在
も
駅
伝
な

ど
で
活
躍
中
。

☆　

庄
智
子
さ
ん　

日
本
を
代
表
す
る
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
。
世
界
的
な
賞
も
多
く
受
賞
し
、

町
歌
の
歌
手
で
も
あ
る
。
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Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

観光トイレ（旧加悦庁舎裏）芝生化される都市機能用地（岩滝）

簱 　毅

現
在
の
宅
地
の
評
価
額
は
実
勢
価
格

を
上
回
っ
て
い
る
の
で
は
。
土
地
に

し
て
も
家
屋
に
し
て
も
所
有
者
の
高
齢
化
で

納
税
力
が
非
常
に
弱
っ
て
き
て
い
る
。　

土
地
の
一
筆
の
使
用
実
態
が
異
な
る

場
合
、
分
割
評
価
を
す
る
必
要
が
あ

る
が
。

独
自
の
観
光
戦
略
と
は

旧
加
悦
町
役
場
裏
の
公
衆
ト
イ
レ
が

時
間
外
閉
鎖
さ
れ
、
多
く
の
苦
情
を

聞
く
。

観
光
を
目
指
す
町
と
し
て
ト
イ
レ
は

基
本
だ
。

出
雲
大
社
巌
分
祠
に
は
年
間
数
十
万

人
の
参
拝
者
が
あ
る
。
本
当
に
観
光

の
町
を
目
指
す
な
ら
、
連
携
を
図
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
平
成
24

年
度
に
完
成
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
が
、
都
市
機
能
用
地
に
特
産
品
や
町
を
紹

介
で
き
る
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。
わ
が
町
だ
け
で
な
く
、
丹
後

の
窓
口
と
し
て
、
近
隣
市
町
へ
の
情
報
の
発

信
基
地
に
も
な
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
活

用
で
き
る
と
思
う
が
。

海
岸
道
路
の
利
用
状
況

海
岸
道
路
の
利
用
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

周
辺
住
民
の
安
全
は

海
岸
道
路
周
辺
の
、
生
活
道
路
へ
の

侵
入
車
両
が
増
え
て
い
る
。
住
民
の

生
活
を
守
る
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

宮﨑有平
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Ｑ
Ａ

急速に進む少子化

谷口忠弘

Ｑ
Ａ

塩見　晋

京丹後市立　網野北小学校の校庭

「
教
育
・
保
育
環
境
検
討
委
員
会
」

の
提
言
書
が
出
さ
れ
て
、
時
間
が
た

つ
が
、
何
か
議
論
が
進
ん
で
い
る
の
か
。

平
成
30
年
に
は
、
現
在
と
比
べ
小
学

生
で
約
４
０
０
人
減
少
す
る
。
統
廃

合
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
。
適
正
規
模
、

適
正
配
置
を
考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
。

こ
の
数
字
を
当
て
は
め
る
と
、
平
成

30
年
で
は
小
学
校
は
現
在
の
９
校
か

ら
４
校
、中
学
校
は
２
校
で
ま
か
な
え
る
が
。

。
統
廃
合
は
地
域
の
理
解
も
必
要
だ

が
、
そ
れ
以
上
に
子
供
の
教
育
上
の

観
点
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と

が
大
事
と
思
う
が
。

先
の
予
測
が
つ
く
の
で
、
時
間
が
あ

る
と
は
思
え
な
い
。
報
告
書
が
出
さ

れ
た
今
、
今
後
の
対
応
が
急
が
れ
る
が
。

校
庭
や
保
育
所
の
園
庭
は
、
土
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
一
般
的
だ
が
、最
近「
鳥

取
方
式
」
と
い
わ
れ
る
、
ポ
ッ
ト
苗
の
芝
生

化
の
整
備
が
全
国
で
増
え
て
い
る
。
文
部
科

学
省
も
教
育
上
や
環
境
保
全
、
地
域
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
活
発
化
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と

芝
生
化
を
推
進
し
て
い
る
が
、
行
政
の
考
え

は
。

芝
生
化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
研
究
し
て
は
。

大
名
行
列
の
総
括

大
名
行
列
・
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
職
員
動
員
数
、
経
費
、
基
金

の
状
況
、
今
後
の
方
針
は
。
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現在の状況 商工観光課

質問その後、どうなった！！

現在の状況 総務課

現在の状況　福祉課

現在の状況　農林課

条例の禁止条項にあたるが、
　　　　　　　　営利目的の民間業者にも開放を

湯量も考え、理事者と相談する

住宅用設置義務の期限が過ぎているが
　　　　　　　　当町の設置率は

100％の設置を目指し啓発を行い推進を図る

65歳以上の独居の方が対象だが、
　　　　　　　　持病の方や障害者にも配布を

必要数を協議し補正で対応したい

国はバイオマスや水力発電なども
　　　　　　　　予算化している

今後の課題として取り組んでいきたい

今回新たな取り組みとして、過去の質問に対して、
担当課より現状の報告を求め記事にまとめた。
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現在の状況　総務課

現在の状況　農林課

現在の状況　商工観光課

現在の状況　企画財政課

現在の状況　教育推進課

旧尾藤家の、備品の仕分けを
備品を再度チェックし仕分けをする

宮津市長との協議の状況は
実現に向け取り組む

若手の団体が町の施設を使って成功したが
新商品開発の支援をしていきたい

有害鳥獣有効な対策を
対策を研究し効果的な対応に努めたい
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委
員
会

指
定
管
理
制
度

運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

活
発
な
討
論
の
な
か

慎
重
に
請
願
審
査

保
険
年
金
等
の
特
別
給
付
金

専
決
処
分
の
方
針

恵那市にて指定管理者制度の視察（岐阜県）

中学校の教科書
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現
状
と
予
定
に
つ
い
て

活
動
報
告

検
討
課
題
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み

高
規
格
自
動
車
道
平
成　
年
度
完
成
予
定

議
会
懇
談
会
を

試
行
的
に
開
催

完
成
間
近
の

阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

宮津青年会議所との懇談会

28
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組合議会などの活動報告

救
急
業
務

業
務
状
況

滞
納
処
分
の
状
況

与
謝
野
町
移
管
額
の
状
況

火
災
発
生
状
況

平
成
２２
年
度
決
算平

成
２２
年
度
収
納
実
績
34
・
８
％

特
別
決
議
５
件
採
択

与
謝
の
海
病
院
に
最
新
М
Ｒ
Ｉ

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
出
動

補
正
予
算
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能勢さん（左）と川村さん（右）

地域経済活性化
　商工会の取り組みに期待

今年の新年賀詞交歓会にて、
抱負を語る安田商工会長（左）と太田町長（右）

自然・心・行動
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